
道又内科小児科医院
道又　衛

ワ
ン

ア

ポ

ド

イ

バ

ン

イ

ト

ス

　

以
前
は
死
亡
原
因
の
1
位

を
記
録
し
続
け
て
大
変
恐
れ
ら

れ
、
国
を
亡
ぼ
す
病
気
と
ま
で

言
わ
れ
た
「
肺
結
核
」。
ス
ト

レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
の
登
場
で

劇
的
に
治
療
効
果
が
上
が
り
、

そ
の
後
も
い
ろ
い
ろ
な
薬
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現

在
で
は
ほ
と
ん
ど
治
癒
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
結
核
の
恐
ろ
し
さ
は
、

ほ
と
ん
ど
の
国
民
の
皆
さ
ん
か

ら
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
釜
石
保
健
所
管
内
で

も
、
ま
だ
ま
だ
毎
年
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

結
核
と
い
う
病
気
は
、
肺

炎
を
起
こ
す
ほ
か
の
細
菌
類
と

は
ち
ょっ
と
違
っ
た
特
性
を
持
っ

て
い
ま
す
。
感
染
力
は
そ
れ
ほ

ど
強
く
あ
り
ま
せ
ん
し
、
高

熱
で
寝
込
む
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
一
度
肺
に
感
染

巣
を
作
る
と
、
静
か
に
拡
大

し
、
咳
が
出
た
り
、
微
熱
や

寝
汗
が
続
い
た
り
し
て
い
く
よ

う
に
な
っ
て
初
め
て
気
付
き
ま

す
。
こ
の
時
点
で
決
め
ら
れ
た

種
類
の
薬
を
、
決
め
ら
れ
た

期
間
き
ち
ん
と
服
用
す
れ
ば

治
癒
し
ま
す
が
、
こ
の
初
期

治
療
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
、

結
核
菌
は
周
囲
に
硬
い
石
灰

層
の
被
い
を
作
り
、
そ
の
中
で

少
し
自
身
の
形
を
変
化
さ
せ

て
休
眠
し
ま
す
。
人
間
が
何

か
の
病
気
で
体
力
が
落
ち
た

と
き
な
ど
に
、
眠
り
か
ら
覚
め

て
活
動
を
再
開
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

　

検
診
を
き
ち
ん
と
受
け
、

咳
や
微
熱
が
続
く
よ
う
な
ら
、

か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
か
か
り
つ
け
医
に
は
、

過
去
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
が
あ

り
ま
す
の
で
、
過
去
の
も
の
と

比
較
す
る
こ
と
で
診
断
精
度

は
格
段
に
高
ま
り
ま
す
。
何

か
気
に
掛
か
る
こ
と
が
あ
っ
た

ら
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

◆問い合わせ…市健康推進課（☎22－0179）

　当市では少子高齢化が急速に進み、生活習慣病が死因の6割を超え、同病予備軍が増加しています。また、東日本大震
災の影響による健康状態の悪化も懸念されています。
　市は、市民が健康で安心して暮らせるまちの実現、健康寿命の延伸、早世の減少を目指し、平成16年に策定した健康増
進計画「健康かまいし21プラン」の最終評価を行い、新たに「第2次健康かまいし21プラン」を策定しました。同計画の骨
子は次のとおりです。

第2次健康かまいし21プランを策定しました

実現するための「目標」と「取り組み」（４つの柱）

平成26年度～35年度（10カ年）

共に支え合い、健やかに暮らせるまち“かまいし”の実現

（1）健康寿命の延伸　（2）早世の減少

生活習慣病の予防
及び重症化予防

現状・課題
○ 生活習慣病予防の第一歩となるがん検診、特定健康診査、特定保健指導を受ける人
の割合が低い。

○ 釡石地域の75歳未満のがん、脳血管疾患、心疾患で亡くなる人の割合が県内で高い
位置にある。

実現に向けた
取り組みの一例

がん検診、精密検査対象者への受診勧奨⇒関係機関などと連携し、受診しやすい環境
を整え、地域全体で受診率向上の取り組みを展開。精密検査対象者への受診勧奨を強
化します。

計画期間
基本理念
（目指す姿）

基本方針

栄養・運動
飲酒・喫煙

及び口腔に関する
健康づくり

こころ・休養に
関する健康づくり

東日本大震災津波後の
健康づくり

現状・課題
○ 男女共に肥満者の割合が増加。男性は30代、40代が最も多く5割が肥満。女性は、
50代3割、60代4割が肥満の状況。

○ 当市の乳幼児のむし歯有病率は県内で高い位置にあり、45歳～64歳の人で24本以
上自分の歯が残っている人の割合は4割。

実現に向けた
取り組みの一例

男性対象の健康教室の開催⇒男性の肥満、飲酒、喫煙などが早世や生活習慣病につな
がっていることを理解してもらうため、男性対象の教室を開催します。

現状・課題
○自殺者数は近年横ばい。自殺者の7割は男性で、特に働き盛りの世代に多い。
○気分障害、不安障害など心理的苦痛を感じている人の割合が16.9％で、県の11.9％
を上回る状況。

実現に向けた
取り組みの一例

ゲートキーパー養成と活動支援⇒身近な人の悩みを一緒に考え、傾聴し必要な支援に
結びつけるゲートキーパーを養成し、地域で行う見守り活動につなげられるよう支援し
ます。

現状・課題
○ 仮設住宅に住む人は、自宅やみなし仮設に住む人に比べ、暮らし向きが苦しいと感じ
る人の割合が高い。

○ 気分障害、不安障害など心理的苦痛を感じているのは、仮設住宅に住む女性が最も
多い。

実現に向けた
取り組みの一例

地域での健康教室・サロン活動の推進⇒コミュニティーでの健康づくりを進めるため、
サロン活動、地域ごとの自主的な活動を支援します。

問い合わせ…市健康推進課
保健予防係（☎22-0179）
※保健福祉センター2階

保健案内板保健案内板
申し込みは
お済みですか?

◆申し込み方法 市健康推進課（☎22－0179）へ連絡の上、申込書類を提出してください。
※申込書類は市健康推進課のほか、市民課、各地区生活応援センターにもあります。

◆申し込み先 必要事項を記入し、健康推進課へ送付してください。
◆期　　　　限 4月30日（水）

※期限までに申し込みできない場合、追加申し込みもできます。
（各検診実施期間の1週間前まで）

各種がん検診
転入した人の申し込みを受け付け中
　この春当市に転入し、各種がん検診の受診を希望する人の申し込みを受け付けています。

転入した人の申し込み締切は、4月30日（水）です。

◆各種がん検診日程
検診内容 対象者 検診料（※） 実施期間

胸 部 検 診
（肺がん・結核） 40歳以上の男女 1,000円 6月23日～7月11日

大 腸がん 検 診 40歳以上の男女 1,000円 《容器配付》7月23日～8月20日
《容器提出》8月27日～9月27日

乳 が ん 検 診 40歳以上の女性で、平成25年
に受検していない人

40～49歳
2,000円

50歳以上
1,700円

8月27日～9月27日

子宮頸がん検診 20歳以上の女性で、平成25年
度に受検していない人 1,800円 8月27日～9月27日

胃 が ん 検 診 40歳以上の男女 1,600円 10月7日～11月9日
※平成27年3月31日時点で70歳以上の人、生活保護世帯の人、市民税非課税世帯の人は無料です。

平成26年度「看護の日」健康フェアのご案内
～看護の心をみんなの心に～

日　　　時　５月10日（土）11時～15時（受付14時30分まで）
場　　　所　盛岡市　いわて県民情報センター「アイーナ」４階・７階
内　　　容　測定（末梢血液循環、骨密度、血圧、体脂肪率など）
　　　　　　相談（健康、栄養、看護、介護など）
　　　　　　福祉用具展示
　　　　　　ナース撮影会
　　　　　　乳がん触診体験　など
問い合わせ　公益社団法人岩手県看護協会（☎019－662－8213）

　なお、平成26年度がん検診の申し込みは3月31日（月）で終了しましたが、申し込みできなかった人は、各検
診実施期間の1週間前までに、追加申し込みを受け付けます。追ってお知らせしますので、忘れずに申し込みを
お願いします。
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